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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済対策により企業収益や個

人消費に改善の兆しが見えるものの、来年４月からの消費税率引き上げや中国をはじめとする

新興国経済の減速などにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

物流業界におきましては景気の回復基調に支えられ、国内貨物輸送量に改善の兆しがみられ

たものの、荷主間にばらつきがあり、本格的な回復には至らず、また燃料価格の高止まり等に

より、引き続き厳しい経営環境下にあります。 

こうした環境のなか、当社グループにおきましては、引き続き営業力強化による売上拡大と

業務効率化に努めてまいりました。その結果、港湾運送及び通関事業における取扱量の減少は

ありましたが、石油・ドラム缶等販売事業が順調に推移し、売上高は 4,435 百万円と前年同四

半期に比べ 143 百万円（3.3％）の増収となりました。 

次に損益面につきましては、石油・ドラム缶等販売事業による増収、港湾運送及び通関事業

におけるコスト削減による増益もありましたが、貨物自動車運送事業、倉庫事業及びタンク洗

滌・修理事業における減益により、営業利益は 21 百万円と前年同四半期に比べ 13 百万円（△

38.1％）の減益となりました。なお、前連結会計年度に、震災で被災した機械装置等の買換え

による補助金収入等が発生したこともあり、経常利益は 25 百万円と前年同四半期に比べ 51 百

万円（△67.0％）の減益となり、四半期純利益は 9 百万円と前年同四半期に比べ 23 百万円（△

72.0％）の減益となりました。 

 

   なお、セグメントの業績は次のとおりであります。 

（イ）石油・ドラム缶等販売事業 

      石油販売においては、販売数量の増加及び販売平均単価の上昇により増収となり、ま

た、ドラム缶等販売においては、再生缶の販売数量増加により増収増益となりました。

結果として、売上高は 1,880 百万円と前年同四半期と比べ 138 百万円（7.9％）の増収

となり、セグメント利益（営業利益）は 34 百万円と前年同四半期と比べ 10 百万円（40.0％）

の増益となりました。 

（ロ）貨物自動車運送事業 

      石油輸送は輸送数量増加により増収、化学品輸送は主要取引先の輸送数量減少により

減収となりました。また、燃料費の高騰もあり、結果として、売上高は 1,631 百万円と

前年同四半期と比べ 8 百万円（△0.5％）の減収となり、セグメント利益（営業利益）

は 85 百万円と前年同四半期と比べ 14 百万円（△13.8％）の減益となりました。 

（ハ）港湾運送及び通関事業 

      国内需要低迷による輸入取扱量の減少はあったものの、徹底したコスト削減に努め、

結果として、売上高は 252 百万円と前年同四半期と比べ 34 百万円（△12.0％）の減収

となり、セグメント利益（営業利益）は 19 百万円と前年同四半期と比べ 21 百万円の増

益となりました。 

（ニ）倉庫事業 

      主要取引先の取扱量の減少もありましたが、荷役作業量の増加等により増収となりま

した。また、倉庫上屋保管料を中心とした原価の増加等により、結果として、売上高は

258 百万円と前年同四半期と比べ 11 百万円（4.6％）の増収となり、セグメント利益（営

業利益）は 28 百万円と前年同四半期と比べ 21 百万円（△43.2％）の減益となりました。 
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（ホ）タンク洗滌・修理事業 

      受注件数が増加したことによる増収もありましたが、人件費を中心とした経費が増加

したことにより、結果として、売上高は 414 百万円と前年同四半期と比べ 35 百万円

（9.3％）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は 5 百万円と前年同四半期と比

べ 11 百万円（△67.2％）の減益となりました。 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、平成 25 年 11 月 7 日発表「業績予想の修正に関するお知らせ」

をご覧ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

特有の会計処理 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実行税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。 

     ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果にな

る場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 25 年 4 月 1 日  至 平成 25 年 9 月 30 日） 

該当事項はありません。 
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